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研究成果の概要：5・6 歳で学習障害児を発見するために、お話し DVD を視聴することで自然

に新しいことばを学習させ、その習得度を通常学級内でリモコンを使い評価できるシステムを

開発した。小 1 用にはコンピューターを使った、ことば・短文・お話の聴き取りテストを作成

した。縦断調査開始時には計 11 園 577 名の 5 歳児、小１・2 年では計 7 校 550 名が参加した。

5 歳時で担任が気になる子どもは 14％であった。今後の分析から、5・6 歳における LD リスク

特性を明らかにしていく予定である。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2005 年度 5,700,000 0 5,700,000 

2006 年度 2,800,000 0 2,800,000 

2007 年度 2,800,000 840,000 3,640,000 

2008 年度 2,900,000 870,000 3,770,000 

  年度  

総 計 14,200,000 1,710,000 15,910,000 

 
 
研究分野：特別支援教育 
科研費の分科・細目：教育学・特別支援教育 
キーワード：学習障害、早期発見、通常学級スクリーニング、縦断研究 
 
１．研究開始当初の背景 
担任が気になるのは、集団適応や対人関係な
どに問題があり「担任が困っている」子ども
であり、行動面の問題がなく「子ども自身が
困っている」学習障害（ＬＤ）や読み障害（Ｒ
Ｄ）ではない。原因は、ＬＤ／ＲＤの多くが
「聴く、話す、読む、書く」といった言語活
動に困難を持つものの、問題が高次レベルで
あるため、普段のコミュニケーションでは分
からないからである。また、学業不振が学習
障害によるものか本人の努力不足なのかの
判別の手がかりないため、「他にもっとでき
ない児童がいる」という相対的評価のもとに
見過ごされているという現状があった。 

２．研究の目的 
LD/RD を 5・6歳で発見できる通常学級スクリ
ーニングテストを作成し、5 歳から小２まで
の縦断追跡調査の中でそのスクリーニング
の効果を実証していく。 
 
３．研究の方法 
5 歳時および６歳時に通常学級におけるスク
リーニングテストを実施し、それらの成績が
小 1 や小 2 の学習成績をどの程度予測するか
を検討するという縦断追跡調査法を用いた。
また、同時に「LLD 早期発見チェックリス
ト：幼児・低学年用（Catts, 2002）」の記入
を担任が行い間接評価も行った。さらに、5



歳時には、絵画理解語彙検査（PVT）などの
標準化検査も個別に実施し、スクリーニング
成績の信頼性を確認できるようにした。 
 
４．研究成果 
本研究の主な成果は、LD などの発達障害の
早期発見を、担任の報告や教室外からの観察
だけで行うのではなく、子どもに直接実施す
るスクリーニングテストでも可能にした点
にある。しかも、紙と鉛筆が使えない幼児の
習得度評価を通常クラス内で測定できるよ
うに、図１のような動画を視聴し、図２の質
問にリモコンを使って反応させ、それを自動
的に記録するシステムを構築した。 
 
図１．Incidental learning 用動画 

 
 
図２．習得度評価のための質問場面 
 
【データ分析結果】 
毎年、新しい DVD の作成と同時に、600

名近くの子どものデータを収集してきたた
め、データ分析が始まったばかりである。現
在、5 歳児データの基礎分析が終了したので
報告する。 
 5 歳時に収集したデータのうち、分析が可
能であった対象児は 572 名（男児 274 名、女
児 298 名）で、平均月齢 60.0 ヶ月（SD=2.23）、
標準化検査 PVT 平均 ss9.3 (SD=3.5)、ITPA
「ことばの類推」平均 ss34.3 (SD=5.4)、模
様の構成 ss10.4(SD=2.9)となった。 
 

①� DVD お話（ナラティブ）課題 
 5 歳用のお話「サーカス」視聴では、新奇
名詞（人物３語、道具３語）、新奇動詞（３
語）の incidental learning が可能であった
が、習得度評価では、新奇語の学習に加えて、
登場人物の心情、話の筋、心の理論の理解な
どを評価した。 

子どもの平均正解率は、60.3％（SD=17.9）
であり、課題がやや難しかったと言える。ま
た、1週目と2週目の平均正解率を比べると、
表１のように 2週目の方が高くなり、実施方
法・内容についての学習効果が認められた。 
 
表１．5歳児の平均正解率の推移 

 第 1週目 第 2週目 T 検定 

正解率 
（SD） 

58.4 ％
（19.7）

62.4％ 
（19.5） 

P<.000 

 
また、ナラティブ課題と標準化検査の成績の
相関では、対象人数が多いためほぼ全ての相
関係数が統計的に有意となったが、表 2にあ
るように実際には標準化検査間には中程度
の関係があるものの、ナラティブ課題成績と
各標準化検査結果(ss 評価点)との間に関連
が認められず、それぞれ異なる側面を評価し
ていると判断された。 
 
表２．ナラティブ平均正解率、標準化検査結
果の相関係数 

 正解率 PVTss ITPAss 

PVT ss 0.12   

ITPA ss 0.12 0.55  

模様構成 ss 0.03 0.27 0.35 

 
②LLD 早期発見チェックリスト：幼児・低学
年用（Catts,2002 ） 
 表３は、チェック項目例を示すが、行動の
有無に加え、頻度も 3段階で評価する。その
ため、得点が高いと問題が多いということに
なる（最大得点 147）。278 名（男児 141 名、
女児 137 名）の 5歳児の平均得点 16.3 (SD= 
18.6)となった。問題行動得点には性差が認
めれ、男児（19.4 SD=20.4）＞女児（13.1 
SD=16.0）(t=2.851 p=0.005)、担任が気にな
るのは男児が多いことが示唆された。 
 
表３．LLD 早期発見チェックリスト 

聞く・理解 指示が分からないなど 11 項目 

話す 話し出すと一方的など 10 項目 

覚える ものや人の名前が覚えられないなど 9 項目

文字 文字に興味がないなど 6 項目 

その他 順番がまてないなど 13 項目 
 
 



チェックリストの平均点は協力園によって
大きく異なり、教育方針や教員の姿勢などの
影響を受けることが分かった。そのため、各
園の平均点から１SD 以上の得点をとった子
どもをその園での気になる子どもとした。そ
して、11 協力園の平均出現率を求めた結果が
図３である。その結果、全体の 14％が担任に
よる間接評価で気になる子どもであった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ただ、担任が気になる子どものプロフィー
ルはさまざまであり、図４はそのうちの 3例
を示す。それぞれ担任より自由記述があり、
A は精神的にとても幼い、B は乱暴で友だち
にすぐ手を出す、C は平仮名の問いには答え
たものの全て不正解で、文字への興味はある
が、しりとりはこの時点でまだできずディス
レキシアを疑わせた。 
 さらに、DVD によるナラティブ課題、標準
化検査成績と、チェックリスト得点間の関係
を分析した結果、表４のように示すように、
それぞれが独立した評価法であることが示
唆された。 
 
表４．課題間の相関係数 

標準化検査成績 ss  

PVT ITPA 構成 

ナラティブ

平均正解率 

問題行動 -0.14 -0.23 -0.12 -0.08 
 
今後、6 歳、小１、小２時のデータ分析を行
い、5・6歳児における項目中で学童期の成績
を最も予測する項目を同定し、幼児期の LD
リスク特性を明らかにする予定である。 
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